
新潟県森林・林業基本戦略の概要 資料１

〇 目 指 す 姿 森林の多面的機能が発揮され、森林資源を循環利用した持続的な産業の振興と山村地域の維持活動が順調に

行われる姿を目指す。

〇 方針と取組 目指す姿である循環型林業の確立に向け、下に記載の４つの方針により取組を進める。

〇 推 進 期 間 令和４年度～令和10年度（７年間）

＜「目指す姿」の実現に向けた方針・取組＞

本日議論するテーマ

＜目標＞

“つなぐ”プロジェクトの地区数

30地区（R10）

• 川上・川中・川下等の関係が

未構築。

• コーディネーターが川上・川

中・川下等をつなぎ、プロジェ

クトを構成。

• 森林資源の利活用プラン等を策

定し、関係者が一体となって、

県産材の生産と利用拡大に取り

組むプロジェクトを実施。

＜目標＞

素材生産量の年増産量(R4～10)

２万㎥／年（現状１万㎥／年）

• 森林施業は、利用間伐が主体。

• 成熟した森林の主伐を促し、再

造林により森林を再生。

⇒「伐って、使って、植えて、

育てる」

という循環型林業を推進。

森林資源等の利用拡大

○ 成熟した森林の伐採を促し、次世代の森

を再生させる、主伐・再造林による循環型

林業を推進

○ 製材工場間の連携や乾燥能力等の向上を

図り、十分な乾燥等の品質を有する県産材

製品を安定供給

○ 県産材を使用した住宅建築リフォーム等を

支援 など

○ 川上から川下までの事業者の関係構築を支

援、森林資源の生産・利用拡

大を図る「つなぐプロジェクト」を全県展開

○ 木材流通の実態や川上・川中・川下に精通し

たコーディネーターを育成・派遣 など

方針１

○ 林業事業体の経営基盤を強化し雇用条件

の改善を促進

○ 林業の説明会や技術研修などを通じて、

異業種からの林業への参入を促進 など

○ 森林・林業教育などを通じて、県民の森林

・林業に対する理解を促進

○ 木材利用の意義等の理解拡大による県産材

の利用促進 など

森林所有者から消費者までを
つなぐ、仕組みづくり

方針２

担い手の確実な確保・育成方針３ 県民の森林・林業に対する
理解促進

方針４

本日議論するテーマ

本日議論するテーマ


